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怒り・要求を結集し、
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許許すすなな年年金金改改悪悪！！ 審審議議強強行行

老
後
の
生
活
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ

�
賃
金
ス
ラ
イ
ド
廃
止
で

�
支
給
開
始
年
齢
６５
歳
く
り
の
べ

愛
労
連
は
、
一
月
二
三
日
名
古
屋
市
内

の
中
村
区
役
所
で
第
二
二
回
臨
時
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

財
界
の
リ
ス
ト
ラ
・
賃
下
げ
攻
撃
の
も

と
で
の
厳
し
い
二
〇
〇
〇
年
春
闘
だ
が
、

「
怒
り
と
要
求
を
結
集
し
、大
き
く
共
同
を

広
げ
、元
気
に
た
た
か
い
抜
い
ぬ
こ
う
」と

決
意
あ
ふ
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
愛
労
連
阿
部
議
長

は
、
「
賃
金
カ
ッ
ト
反
対
で
の

一
八
年
ぶ
り
の
県
関
連
五
組
合

の
決
起
集
会
や
木
村
刃
物
、
第

二
菱
名
の
雇
用
と
権
利
を
守
る

た
た
か
い
が
大
き
く
広
が
っ

た
。
た
た
か
え
ば
打
開
の
道
は

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
今
年
は

総
選
挙
の
年
、
労
働
者
・
国
民

の
声
や
意
向
が
反
映
で
き
る
国

会
に
す
る
た
め
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
決
意
を
込
め
た
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

八
田
ひ
ろ
子
参
議
院
議
員
が
来

賓
あ
い
さ
つ
し
、
「
環
境
を
破

壊
し
、
税
金
の
無
駄
遣
い
の
愛

知
万
博
を
ご
り
押
し
す
る
県
政

の
流
れ
を
、
県
民
投
票
の
成
功

で
変
え
よ
う
」と
語
り
ま
し
た
。

２２
・・
２２５５
怒怒
りり
のの
総総

行行
動動
のの
成成
功功
をを

見
崎
事
務
局
長
が
「
リ
ス
ト

ラ
・
首
切
り
反
対
、
雇
用
確

保
、
大
幅
賃
上
げ
で
不
況
打
開

・
賃
金
の
底
あ
げ
を
、
介
護
・

年
金
な
ど
社
会
保
障
の
拡
充
、

県
の
補
助
金
カ
ッ
ト
反
対
、万

博
・
空
港
見
直
せ
」な
ど
、
四

つ
の
課
題
を
提
起
。
「
労
働
者

・
県
民
と
一
致
す
る
課
題
で
対

話
と
共
同
を
広
げ
、
２
・
２５
怒

り
の
総
行
動
を
全
組
合
員
の
参

加
で
成
功
さ
せ
よ
う
」と
結
び

ま
し
た
。

午
後
は
、
民
間
大
企
業
か

ら
、
「
リ
ス
ト
ラ
合
理
化
の
現

状
と
、
労
働
者
の
た
た
か
い
」

の
特
別
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
、

代
議
員
の
発
言
に
移
り
ま
し

た
。東

海
銀
行
や
紙
パ
・
王
子
な

ど
の
リ
ス
ト
ラ
の
現
状
と
た
た

か
い
の
発
言
、
住
民
と
共
同
し

運
動
の
局
面
が
開
か
れ
た
医
労

連
の
発
言
、「
県
の
賃
金
カ
ッ
ト

反
対
」
で
の
愛
労
連
民
間
部
会

の
宣
伝
行
動
に
愛
高
教
が
励
ま

さ
れ
、
連
続
宣
伝
を
や
っ
た
こ

と
、
そ
れ
に
激
励
さ
れ
た
名
中

セ
ン
タ
ー
の
宣
伝
計
画
な
ど
、

た
た
か
い
が
広
が
る
い
き
い
き

と
し
た
発
言
が
続
き
、
二
〇
〇

〇
年
春
闘
に
向
け
て
、
意
気
高

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

第８２号

春闘
臨時大会
特集号

職
場
・
地
域
の
変
化
実
感
し
た
大
会

総総
選選
挙挙
でで
国国
民民
のの
意意
志志
をを
示示
そそ
うう

自
自
公
三
党
は
、
二
月
三
日
、
一
方
的
に
参
議

院
国
民
福
祉
委
員
会
を
開
き
、
年
金
改
悪
法
案
の

審
議
入
り
を
強
行
し
ま
し
た
。

年
金
改
悪
法
案
は
、
昨
年
の
臨
時
国
会
で
上
程

さ
れ
ま
し
た
が
、
国
民
の
唯
一
の
老
後
の
生
活
保

障
と
な
る
年
金
法
案
を
自
自
公
三
党
は
、
ほ
と
ん

ど
審
議
も
せ
ず
に
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
全
労

連
、
連
合
な
ど
す
べ
て
の
労
働
団
体
が
反
対
し
、

国
民
の
世
論
と
運
動
で
、
継
続
審
議
と
さ
せ
ま
し

た
。
改
悪
内
容
は
、
�
二
〇
二
五
年
ま
で
に
支
給

開
始
年
齢
を
六
五
歳
に
繰
り
延
べ
、
�
給
付
の
五

％
切
り
下
げ
、
�
賃
金
ス
ラ
イ
ド
の
廃
止
な
ど
、

給
付
水
準
を
厚
生
省
試
算
で
も
、
夫
婦
二
人
で
一

〇
〇
〇
万
円
も
切
り
下
げ
る
と
ん
で
も
な
い
内
容

で
す
。
特
に
、
今
日
の
中
高
年
を
中
心
と
し
た
リ

ス
ト
ラ
・
首
切
り
の
嵐
の
中
で
、
支
給
開
始
年
齢

の
繰
り
延
べ
は
、
労
働
者
に
と
っ
て
死
活
問
題
で

す
。二

月
三
日
に
は
、
全
労
連
、
連
合
と
も
自
自
公

三
党
に
抗
議
し
て
、
国
会
前
で
込
み
行
動
に
入
り

ま
し
た
。

怒
り
の
声
と
行
動
を
早
急
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

民民主主団団体体

１３日 万博予算・補助金カット２・１３集会
（河合塾・千種校体育館）

１７日 海上の森での万博開催の賛否を問う
２・１７集会（勤労会館小ホール）

２１日 ２・３月県議会（～３／２４）
２９日 補助金カット反対昼休み集会・デモ

（名城東小公園）

２／２９～１日 ３・１ビキニデー

１３日 重税反対全国統一行動日
中旬 万博の是非を問う「県民投票条例」

の制定を求める署名集中月間（～５
月中旬）

２４日 名古屋あおぞら裁判「春を呼ぶ中電
包囲大行動」昼休み１０００人デモ

３１日 消費税減税ロングラン宣伝行動

愛愛労労連連・・全全労労連連
１～２９日 最賃生活体験期間
５日 地域労連代表者会議
６日 トヨタシンポ（豊田市中央公民館）
１０日 調整手当改悪阻止・公務共闘昼休み

決起集会（名城東小公園）
１６日 争議支援全国総行動（東京）
１９～２０日 全労連東海北陸ブロック春闘学

習討論集会（蒲郡・ホテル竹
島）

２５日までに５０万地域にビラ配布
２５日 日本列島、２・２５怒りの総行動

２末までに 春闘要求提出

３～４日 リストラ「合理化」反対全国交
流討論集会

３日 働く女性のホットライン
４日 ５ブロック一斉「労働相談１１０番」

３・４戦争法発動阻止シンポジュー
ム（東京）

７日 ３・７中央行動（省庁要請・集会・
デモ）

１５日 春闘集中回答日
１６日 ストを含む第１次全国統一行動

春闘勝利総決起集会（久屋市民広場）
２９日 全動労裁判判決日

３月～５月 組織拡大月間

中旬 第２次全国統一行動日（１８日予定）

１日 第７１回愛知県メーデー

日日程程

２２

月月

３３

月月

４４
月月

５５
月月

大大ききなな共共同同をを�

自自公単独

春
闘

２．２５列島騒然

怒りの総行動



●対政府要求�

消費税など税負担の軽減� %

%

%

%

%

%

%

%

%

69.5

年金・医療・介護の改善� 64.1

雇用確保・失業対策� 56.5

時間短縮・労働法制充実� 34.3

教育・保育料の負担軽減� 26.3

戦争法発動反対・憲法擁護�23.5

環境対策の強化� 22.3

食料自給率の向上� 14.7

回答なし� 9.9

　人員削減で職場は忙し�
く、毎日疲労を感じ……�
いつ解雇されるか不安！�

■男性……………………59.7%�
■女性……………………39.9%

こんな労働者の姿が…�
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半数弱が雇用�
不安を訴える�

８割強の人が�
疲労を訴える�

苦しいが６割弱�
（年間収入が減った人が  28.7%もいた）�

やや苦しい�

かなり�
苦しい�とても�

疲れる�

7.3�
%

38.0%

19.6%

11.6%日常的�
にある�

18.6%

10.6%

36.6%

54.4%

30.2%

まった�
くない�

23.0% 21.7%

25.9%

18.4%

２万円�

１万円�

４万円�
4.4%

６～７万円�
3.2%

８～９万円�
1.1%

10万円以上�

３万円�

やや疲れる�

43.0%

あ る �

29.0%

な い � 25.1%

ほとんどない�

27.0%

わからない�

23.7%

たまにある�

まったく疲れない�
1.0%

どちらともいえない�
2.7%

あまり�
疲れない� ５万円�

まあまあだ�

回答なし�
0.3%

回答なし�
1.8%

回答なし�
1.1%

回答なし 2.1%

回答なし�
1.0%

わからない�
7.4%�
�

１万円未満 4.5%

かなりゆとり 0.9%

ややゆとり�
4.6%

トップ３�
３万円　　25.9%�
５万円　　21.7%�
２万円　　18.4%

自治労連
榊原代議員

年金者組合
渡辺代議員

建交労
木柑子代議員

港地区労
篠原代議員

建交労
日下代議員

豊田・加茂労連
中根代議員

名南労連
田島代議員

自治労連
大橋代議員

名中センター
武藤代議員

愛高教
田中代議員

医労連
原代議員

生協労連
野々山代議員

（３） ２０００年２月１０日

「
住
友
電
設
に
勤
め
て
い
た

夫
が
、
過
労
で
持
病
の
喘
息
を

悪
化
さ
せ
死
亡
し
た
の
に
、
会

社
が
、
夫
に
掛
け
て
い
た
団
体

定
期
保
険
金
を
支
払
わ
な
い
の

は
、
不
当
」
と
遺
族
の
鈴
木
美

穂
さ
ん
ら
が
（
一
宮
市
在

住
）
、
住
友
電
設
を
相
手
に
損

害
賠
償
な
ど
計
二
億
円
余
の
支

払
い
を
求
め
て
い
た
訴
訟
の
和

解
が
、
一
月
十
三
日
名
古
屋
地

裁
で
成
立
し
ま
し
た
。

和
解
内
容
は
、
�
和
解
金
を

六
千
万
円
支
払
う
。
�
会
社
側

が
遺
憾
の
意
を
表
明
し
、
今

後
、
従
業
員
の
安
全
保
護
対
策

を
充
実
さ
せ
る
な
ど
の
内
容
で

す
。

全
面
的
に
支
援
し
て
き
た
一

宮
地
区
労
連
は
「
実
質
的
な
勝

利
和
解
」
と
評
価
し
て
い
ま

す
。労

災
認
定
裁
判
も
全
力
で

残
さ
れ
た
裁
判
は
、
昨
年
九

月
十
三
日
、
「
喘
息
死
は
過
労

死
」
と
認
め
た
名
古
屋
地
裁
で

の
勝
利
判
決
を
、
被
告
の
名
古

屋
東
労
働
基
準
監
督
署
が
控
訴

し
、
現
在
名
古
屋
高
裁
で
争
っ

て
い
る
労
災
認
定
裁
判
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

一
宮
地
区
労
連
八
橋
副
議
長

は
、
「
残
さ
れ
た
労
災
裁
判
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
。
署
名
な
ど

の
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
！
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

会
社
が
遺
憾
の
意
表
明

鈴
木
過
労
死
裁
判
勝
利
和
解

木木
村村
刃刃
物物
・・
退退
職職
金金
不不
払払
いい
争争
議議

五五
ヵヵ
月月
でで
のの
スス
ピピ
ーー
ドド
解解
決決

富
士
銀
行
を

は
じ
め
と
す
る

金
融
機
関
か

ら
、
「
抜
本
的

対
策
を
考
え
な

い
限
り
支
援
で

き
な
い
」
と
、

最
後
通
告
を
突

き
つ
け
ら
れ
、

昨
年
八
月
、

「
こ
の
ま
ま
で

は
会
社
が
つ
ぶ

れ
て
し
ま
う
。

背
に
腹
は
代
え

ら
れ
な
い
苦
渋
の
選
択
」
と
、

「
退
職
金
三
分
の
一
、
六
〇
カ

月
の
月
賦
」
と
い
う
条
件
で
、

従
業
員
の
三
分
の
一
（
四
〇

名
）
を
解
雇
し
た
こ
と
か
ら
争

い
と
な
っ
た
「
木
村
刃
物
争

議
」
は
、
一
月
二
七
日
に
名
古

屋
地
裁
で
和
解
し
ま
し
た
。

解
決
条
件
は
、
�
会
社
は
退

職
金
の
七
五
％
（
整
理
解
雇
割

り
増
し
の
五
〇
％
）
を
分
割
し

て
支
払
う
。
�
残
り
の
退
職
金

に
つ
い
て
も
支
払
い
方
法
を
協

議
す
る
。
�
退
職
従
業
員
の
再

就
職
斡
旋
を
で
き
る
限
り
努
力

す
る
な
ど
で
す
。

木
村
刃
物
に
は
、
「
Ｊ
Ａ
Ｍ

連
合
（
旧
総
評
全
金
）
」
に
加

入
す
る
全
員
加
入
の
労
働
組
合

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
組
合
が

会
社
の
提
案
を
認
め
る
方
向
で

全
組
合
員
説
得
を
始
め
た
こ
と

か
ら
、
解
雇
対
象
と
さ
れ
た
五

名
が
、
「
こ
ん
な
や
り
方
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
、
愛
労
連
に

相
談
し
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
に
加
入
し

て
た
た
か
い
始
め
た
も
の
で

す
。解

決
内
容
は
、
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
連

合
」
に
所
属
す
る
企
業
内
組
合

の
妥
結
を
大
幅
に
上
回
っ
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
富
士
銀
行

を
は
じ
め
と
す
る
金
融
機
関
か

ら
の
目
に
見
え
る
譲
歩
は
引
き

出
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
五
名

の
分
会
員
全
員
が
一
致
し
て
、

「
勝
利
を
確
信
で
き
る
」
と
納

得
し
和
解
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
寄
せ
て
く
だ
さ

っ
た
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
愛
知
地
本

書
記
長

大
平
敞
也

不不況況打打開開・・雇雇用用 くくららしし 守守ろろうう

幹幹
事事
会会
まま
とと
めめ

万
博
県
民
投
票
を

成
功
さ
せ
よ
う

今
年
は
日
本
と
地
域
を
変
え

る
総
選
挙
の
年
。
前
哨
戦
の
大

阪
知
事
選
挙
と
京
都
市
長
選
挙

に
勝
利
し
ま
し
ょ
う
。

県
内
で
は
、
県
政
の
根
幹
に

迫
る
万
博
反
対
の
是
非
を
問
う

県
民
投
票
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。二
月
十
三
日
に
は
、市
民
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
要
求
交
流
集

会
が
、二
月
十
七
日
に
は
、呼
び

か
け
人
・
受
認
者
・
サ
ポ
ー
タ

ー
の
意
思
統
一
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
労
働
者
部
隊
は
そ
れ

ま
で
に
、
名
前
を
登
録
し
て
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
国
民
・
県
民

本
位
の
政
治
を
取
り
戻
す
た
た

か
い
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

外
に
打
っ
て
出
る
ほ
ど

共
同
が
広
が
る

職
場
の
切
実
な
状
況
と
決
意

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
規
制
緩
和

が
港
の
労
働
者
を
直
撃
し
て
い

る
姿
、
大
企
業
か
ら
は
、
リ
ス

ト
ラ
で
職
場
や
地
域
に
及
ぶ
影

響
、
女
子
学
生
の
厳
し
い
雇
用

問
題
な
ど
、
今
日
の
規
制
緩

和
、
リ
ス
ト
ラ
、
失
業
が
政
府

・
財
界
の
一
体
と
な
っ
た
攻
撃

で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
職
場
・

産
業
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

こ
と
。
二
〇
〇
〇
年
春
闘
で

は
、
多
く
の
労
働
者
と
共
同
し

て
運
動
し
な
い
と
、
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
も
、
雇
用
も
守
れ
な

い
こ
と
な
ど
な
ど
で
す
。
愛
高

教
の
賃
金
カ
ッ
ト
反
対
で
の
共

同
の
広
が
り
や
住
友
電
設
の
勝

利
和
解
な
ど
、
運
動
の
広
が
り

も
確
認
で
き
ま
し
た
。

年
金
・
介
護
な
ど
社
会
保
障

充
実
や
国
民
本
位
の
行
財
政
の

確
立
も
重
要
な
課
題
で
す
。
通

常
国
会
で
は
、
年
金
改
悪
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
を
賃
上
げ
と

同
様
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
職
場
で
署
名
を
、

地
域
で
宣
伝
を
し
ま
し
ょ
う
。

２
・
２５
総
行
動
で
は
年
金
、
医

療
、
介
護
の
充
実
な
ど
社
会
保

障
の
署
名
・
宣
伝
を
大
い
に
広

げ
ま
し
ょ
う
。
外
に
打
っ
て
出

る
ほ
ど
広
が
る
こ
と
に
確
信
を

持
ち
、
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

未
組
織
労
働
者
と
と
も

に
元
気
な
春
闘
に

賃
上
げ
要
求
の
設
定
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
議

論
は
あ
り
ま
す
が
、
大
幅
賃
上

げ
を
掲
げ
な
が
ら
、
未
組
織
を

含
め
た
す
べ
て
の
労
働
者
に
関

わ
る
賃
金
の
底
上
げ
要
求
を
掲

げ
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

最
賃
制
の
た
た
か
い
を
、
最
賃

体
験
や
運
動
の
創
意
工
夫
を
こ

ら
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
五
〇
万
ビ
ラ
で
未
組
織

労
働
者
へ
の
呼
び
か
け
を
し
ま

す
。
三
月
三
日
は
働
く
女
性
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
四
日
は
五
ブ

ロ
ッ
ク
で
一
斉
労
働
相
談
を
や

り
ま
す
。

厳
し
い
情
勢
で
す
が
、
暗
く

な
ら
ず
に
、
財
界
の
二
十
一
世

紀
戦
略
に
負
け
な
い
、
元
気
な

春
闘
に
し
ま
し
ょ
う
。

愛 労 連

万
博
県
民
投
票
の
成
功
を

県
民
投
票
運
動
は
、
県
の
財

政
破
綻
を
理
由
に
、
職
員
と
県

民
犠
牲
を
強
い
る
県
へ
の
県
民

の
要
求
実
現
、
県
政
の
流
れ
を

変
え
る
た
た
か
い
。
県
知
事
選

挙
で
共
同
し
た「
県
民
会
議
」と

と
も
に
運
動
を
す
す
め
る
。
中

日
新
聞
の
報
道
の
よ
う
に
、
Ｂ

Ｉ
Ｅ
が
日
本
博
覧
会
協
会
に
指

摘
し
た
環
境
破
壊
と
財
政
負
担

の
問
題
は
、
私
た
ち
が
運
動
で

作
り
出
し
た
情
勢
。
共
同
を
拡

大
し
、
流
れ
を
転
換
で
き
、
一

人
一
人
が
自
覚
的
に
な
れ
る
手

作
り
の
運
動
と
し
て
み
ん
な
が

参
加
し
よ
う
。
二
月
十
三
日
、

十
七
日
の
集
会
を
経
て
、
三
月

中
旬
か
ら
二
カ
月
間
取
り
組

む
。
受
任
者
を
早
急
に
一
万
人

に
し
た
い
。
大
き
く
広
げ
よ

う
。年

金
改
悪
は
現
役
の
問
題

商
社
に
勤
め
て
い
て
、
五
七

歳
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
。
再
就

職
に
か
け
ず
り
回
っ
た
が
、
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
内
、
母
親
が
寝
た
き
り
に

な
り
、
就
職
は
あ
き
ら
め
た
。

三
年
間
収
入
が
な
く
、
六
〇
歳

を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
今
度
、

年
金
が
改
悪
さ
れ
ら
、
六
五
歳

か
ら
し
か
も
ら
え
な
い
。
年
金

者
組
合
は
、
臨
時
国
会
で
は
、

四
次
に
わ
た
る
国
会
行
動
に
参

加
し
、
地
元
議
員
に
要
請
も
し

た
。
参
議
院
で
は
廃
案
に
追
い

込
み
た
い
。
職
場
の
リ
ス
ト
ラ

は
凄
ま
じ
く
、
賃
上
げ
は
大
変

だ
。
今
社
会
保
障
を
良
く
し
て

い
か
な
い
と
退
職
し
た
ら
大

変
。
現
役
は
も
っ
と
力
を
入
れ

て
。
退
職
し
た
ら
年
金
者
組
合

へ
入
っ
て
一
緒
に
頑
張
ろ
う
。

経
営
者
と
共
同
し
大
運
動

規
制
緩
和
に
よ
る
運
賃
の
ダ

ン
ピ
ン
グ
で
、
賃
金
や
労
働
条

件
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
結

果
労
働
時
間
の
延
長
で
重
大
事

故
も
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
協
会
も
対
策
を
講
じ

る
な
ど
、
一
定
の
前
進
も
見
え

る
が
依
然
深
刻
な
事
態
。

ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
昨
秋
か

ら
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善

と
中
小
企
業
の
経
営
者
も
巻
き

込
ん
だ
経
営
環
境
改
善
を
結
合

し
た
ト
ラ
ッ
ク
大
運
動
を
展
開

中
。こ
の
間
、軽
油
取
引
税
問
題

で
、県
下
八
八
自
治
体
へ
要
請
。

今
春
闘
は
、
自
動
車
パ
レ
ー
ド

を
名
古
屋
と
豊
橋
で
お
こ
な

う
。
今
後
ト
ラ
ッ
ク
最
賃
の
請

願
署
名
な
ど
、
共
同
し
て
取
り

組
む
よ
う
運
動
を
す
す
め
る
。

港
湾
の
規
制
緩
和
に
反
対

港
の
規
制
緩
和
の
一
貫
と
し

て
、
港
湾
労
働
法
改
悪
の
動
き

が
あ
る
。
現
行
で
は
、
派
遣
事

業
を
認
め
て
い
な
い
港
湾
運
送

業
務
に
事
実
上
、
派
遣
を
認
め

る
こ
と
に
な
り
、
正
規
雇
用
を

削
減
し
、
無
権
利
な
日
雇
い
労

働
者
に
置
き
か
え
る
も
の
だ
。

港
で
は
か
つ
て
、
日
雇
労
働
者

を
な
く
す
た
た
か
い
を
し
、
港

湾
労
働
者
雇
用

セ
ン
タ
ー
以
外

の
労
働
者
を
派

遣
で
き
な
い
よ

う
規
制
し
て
き

た
。
改
悪
さ
れ

れ
ば
、
こ
の
労

働
者
一
一
三
名

の
首
を
き
る
こ

と
に
も
な
る
。

全
港
湾
は
、
二

六
日
に
は
ス
ト

ラ
イ
キ
、
二
七

日
に
は
集
会
で

決
起
す
る
。

要
求
額
の
設
定
を
�

賃
上
げ
要
求
額
を
、
全
労
連

や
愛
労
連
が
決
め
な
い
こ
と
へ

の
問
題
提
起
を
し
た
い
。
「
大

幅
賃
上
げ
で
不
況
打
開
」
の
大

会
方
針
に
従
う
な
ら
ば
、
春
闘

方
針
で
具
体
的
要
求
額
を
示
さ

な
い
の
は
大
き
な
問
題
。
賃
金

要
求
は
、
賃
金
の
底
上
げ
か
平

均
賃
上
げ
要
求
か
の
二
者
択
一

で
は
な
い
。
賃
金
要
求
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
き
生
活
実

態
が
示
さ
れ
た
要
求
で
あ
る
こ

と
。
二
点
目
は
、
日
経
連
の
雇

用
と
賃
金
破
壊
攻
撃
と
対
峙
す

る
の
も
で
あ
る
こ
と
。
三
点
目

は
、
不
況
下
の
中
で
経
済
の
再

生
を
図
る
国
民
的
大
儀
の
あ
る

も
の
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。

労
働
者
・
国
民
が
腹
に
落
ち
、

み
ん
な
で
団
結
し
て
た
た
か
う

要
求
額
の
設
定
が
必
要
だ
。

厳
し
い
が
元
気
な
春
闘
を

財
界
の
二
十
一
世
紀
戦
略

で
、
雇
用
破
壊
・
賃
金
破
壊
が

す
さ
ま
じ
い
。
日
経
連
奥
田
会

長
の
お
膝
元
ト
ヨ
タ
で
頑
張
ら

な
い
と
。
ま
ず
は
ト
ヨ
タ
シ
ン

ポ
と
ト
ヨ
タ
総
行
動
の
成
功

を
。
ト
ヨ
タ
も
日
産
に
劣
ら
ず

リ
ス
ト
ラ
を
や
っ
て
い
る
。
元

町
工
場
で
は
、
ラ
イ
ン
が
な
く

な
り
、
ト
ヨ
タ
車
体
は
三
重
県

に
工
場
移
転
。
表
面
的
に
「
何

万
人
解
雇
」
で
な
い
が
、
通
勤

で
き
な
い
の
で
リ
ス
ト
ラ
と
同

じ
こ
と
。

旗
び
ら
き
で
も
暗
く
な
る
話

し
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
官
民
一

緒
に
明
る
い
春
闘
を
や
っ
て
い

こ
う
。

職職
場場
・・
地地
域域
でで
広広
がが
るる
共共
同同

愛高教の各支部ごとに工夫をこらし作成し
たチラシ。連続５日間県庁の前で宣伝行
動、県庁職員にも共感が広がった
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地
域
で
最
賃
闘
争
を

地
域
で
の
最
賃
闘
争
の
具
体

的
化
で
は
、
労
連
加
盟
の
労
組

が
、
春
闘
要
求
で
最
賃
の
統
一

要
求
を
出
し
か
ん
ば
る
と
か
、

組
合
員
の
パ
ー
ト
で
働
い
て
い

る
奥
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
時
間
給
マ
ッ
プ
を

作
り
、
チ
ラ
シ
を
ま
く
と
か
考

え
て
い
る
。
愛
労
連
も
賃
金
底

上
げ
の
具
体
的
方
針
の
提
案
を

し
て
欲
し
い
。
労
組
の
枠
を
超

え
、
要
求
実
現
の
た
め
、
対
話

と
共
同
を
広
げ
る
目
的
で
始
め

た
総
行
動
だ
が
、
労
組
訪
問
に

行
っ
て
も
署
名
を
お
い
て
く
る

の
み
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に

な
っ
て
い
る
。
２
・
２５
は
、
相

手
を
巻
き
込
め
る
一
歩
踏
み
出

し
た
取
り
組
み
に
し
た
い
。
代

表
者
会
議
を
開
い
て
戦
略
を
練

ろ
う
。

２
・
２５
で
共
同
の
拡
大
を

補
助
金
カ
ッ
ト
問
題
は
、
重

要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
自

治
体
へ
の
要
請
は
効
果
が
あ
る

が
、
市
内
は
市
外
と
違
っ
て
宣

伝
が
中
心
に
な
る
が
休
暇
を
取

る
の
だ
か
ら
、
戦
略
を
は
っ
き

り
さ
せ
よ
う
。

た
と
え
ば
、
福
祉
施
設
な
ど

は
、
補
助
金
カ
ッ
ト
で
大
変
厳

し
い
。
理
事
者
に
も
声
を
上
げ

る
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど
、
世

論
を
ど
う
広
げ
る
の
か
明
確
な

方
針
を
。
対
話
と
共
同
の
取
り

組
み
の
一
貫
と
し
て
、
名
古
屋

市
医
師
会
と
初
め
て
懇
談
し

が
、
介
護
保
険
問
題
で
は
医
師

会
は
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
。
市
が
介
護
支
援
事
業
者

に
な
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
持

っ
て
お
り
、
一
致
で
き
る
課
題

も
多
い
。
大
い
に
足
を
運
ん
で

共
同
を
広
げ
よ
う
。

こ
の
間
の
闘
い
に
励
ま
さ
れ
て

民
間
も
公
務
も
状
況
は
厳
し

い
。
賃
金
削
減
反
対
の
県
職
員

の
た
た
か
い
、
木
村
刃
物
や
Ｉ

Ｂ
Ｍ
の
争
議
、
年
末
の
障
害
者

の
座
り
込
み
、
公
務
共
闘
の
千

人
の
集
会
、
愛
高
教
の
夕
方
の

宣
伝
行
動
な
ど
、
こ
の
間
の
運

動
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
。
中
セ

ン
タ
ー
も
、
三
の
丸
地
区
国
公

と
自
治
労
連
本
庁
地
区
協
で
、

万
博
反
対
の
宣
伝
を
合
同
で
県

に
向
け
て
や
る
準
備
を
し
て
い

る
。
２
・
２５
総
行
動
は
状
況
次

第
で
、
木
村
刃
物
争
議
で
富
士

銀
行
攻
め
と
、
県
の
姿
勢
を
あ

ら
た
め
さ
せ
る
県
庁
攻
め
を
考

え
て
い
る
。

県
職
五
組
合
の
運
動
前
進

県
交
渉
で
は
当
局
が
、
「
誰

も
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
い
と
思
っ

て
い
な
い
。
組
合
の
言
う
と
お

り
。
勤
務
時
間
を
超
え
れ
ば
、

そ
ち
ら
側
で
す
」
と
発
言
す
る

な
ど
県
庁
の
中
で
も
、
万
博
・

空
港
の
見
直
し
に
共
感
が
広
が

っ
て
い
る
。

愛
高
教
は
五
日
間
、
各
支
部

ご
と
に
宣
伝
行
動
を
や
っ
た

が
、
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
声
を

か
け
る
人
も
お
り
、
ビ
ラ
の
受

け
取
り
も
た
い
へ
ん
い
い
。
県

職
組
の
中
で
も
、
「
何
も
し
な

く
て
い
い
の
か
」
と
動
揺
が
広

が
っ
て
い
る
。
十
八
年
ぶ
り
の

五
者
共
同
の
屋
外
集
会
も
千
人

集
ま
っ
た
。
今
年
の
賃
金
闘
争

は
「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
一
発

か
ま
し
て
や
り
た
い
」
と
い
う

思
い
を
、
い
か
に
組
織
化
し
て

い
く
の
か
、
教
訓
の
多
い
た
た

か
い
に
な
る
と
思
う
。

住
民
と
共
同
し
要
求
前
進

病
院
給
食
の
外
部
委
託
反
対

の
運
動
か
ら
、
春
闘
の
手
が
か

り
を
見
つ
け
た
。

こ
の
運
動
で
は
、
か
つ
て
な

い
署
名
が
団
体
・
個
人
と
も
集

ま
り
、
組
合
員
み
ん
な
が
元
気

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
を
受
け
、
理
事
会
も
論
議
の

必
要
が
あ
る
と
異
例
の
臨
時
理

事
会
を
開
き
、
医
療
の
一
貫
と

し
て
の
給
食
の
位
置
づ
け
や
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
も
見
直

さ
れ
た
。
組
合
員
が
住
民
と
と

も
に
考
え
、
運
動
を
広
げ
た
こ

と
が
大
き
な
成
果
だ
っ
た
。
組

合
員
の
団
結
も
深
ま
り
、
住
民

と
も
団
結
で
き
た
。
こ
の
経
験

を
踏
ま
え
、
春
闘
や
２
・
２５
で

は
、
職
員
の
労
働
条
件
も
地
域

住
民
に
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

良
い
医
療
を
す
る
た
め
に
運
動

を
し
て
い
き
た
い
。

最
賃
体
験
を
み
ん
な
で

最
賃
体
験
を
や
っ
て
最
賃
の

不
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
。

す
で
に
実
行
委
員
会
も
発
足
し

て
生
協
労
連
、
全
国
一
般
、
き

ず
な
な
ど
十
数
人
が
登
録
し
て

い
る
。
県
の
最
賃
は
一
ヶ
月
、

十
三
万
二
千
円
。
自
分
に
当
て

は
め
る
と
、
税
金
・
保
険
料
、

住
宅
費
や
水
光
熱
費
、
新
聞
代

な
ど
引
く
と
、
残
り
三
万
五
千

円
で
一
ヵ
月
生
活
。
一
日
あ
た

り
の
生
活
費
は
、
た
っ
た
千
百

九
十
五
円
。
生
協
は
既
に
や
っ

て
お
り
、
私
は
今
日
で
三
日

目
。
ま
だ
ち
ょ
っ
と
元
気
だ
。

途
中
で
リ
タ
イ
ヤ
し
て
も
い

い
。
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
。

（２）

二
十
六
人
の
代
議
員
が
発
言
。
職
場

や
地
域
で
の
た
た
か
い
が
、
労
働
者
・

県
民
の
共
感
を
広
げ
、
情
勢
を
切
り
開

い
て
い
る
確
信
に
満
ち
た
発
言
が
続
き

ま
し
た
。万万博博・・空空港港見見直直せせ

補補助助金金カカッットト反反対対

年年金金改改悪悪反反対対リリ
スス
トト
ララ
反反
対対

大大幅幅賃賃上上げげ

団体生命保険

たたかってよかった
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被災地「フウアン・アン地区」の子ども達と

ツ
ア
ー
の
参
加
者

２０００年２月１０日

■
「
五
五
歳
賃
金
差
別
裁
判
」

の
判
決
が
出
ま
し
た
。
不
当
な

が
ら
、
意
義
あ
る
内
容
だ
っ
た

の
が
救
い
で
す
。
カ
ン
パ
な
ど

の
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
（
建
交
労
・
真
木
隆
司
）

■
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
組
合
で

す
が
、
ま
ず
は
順
調
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
と
思
い
ま
す
（
全

国
一
般
・
日
の
出
衛
生
保
繕
支

部
・
小
川
典
之
）
■
高
校
や
大

学
を
出
て
働
き
た
く
て
も
働
け

な
い
。
特
に
女
子
学
生
の
就
職

難
は
ケ
タ
は
ず
れ
に
厳
し
い
で

す
ね
。
働
く
意
欲
を
持
つ
若
者

た
ち
が
職
に
つ
い
て
バ
リ
バ
リ

働
け
る
社
会
に
し
て
い
け
る
よ

う
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す

（
建
交
労
・
渡
辺
直
子
）
■
市

民
生
協
の
経
営
状
況
も
深
刻
で

利
用
者
（
組
合
員
）
が
増
え
て

も
利
用
高
（
供
給
高
）
が
前
年

割
れ
で
す
。
春
闘
が
始
ま
り
ま

す
が
、
予
算
絡
み
か
ら
「
暗

礁
」
に
乗
り
上
げ
そ
う
で
す
。

今
こ
そ
、
抜
本
的
な
景
気
対
策

が
必
要
な
ん
で
し
ょ
う
ね
（
名

勤
生
協
・
徳
元
博
美
）
■
一
月

二
二
日
よ
り
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

を
は
じ
め
、
一
月
二
九
日
〜
三

〇
日
地
本
春
闘
学
習
会
と
、
い

よ
い
よ
春
闘
本
番
と
い
っ
た
雰

囲
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
世

間
の
不
況
に
便
乗
し
て
二
年
続

け
て
低
額
賃
上
げ
に
押
さ
え
込

ま
れ
、
職
場
で
も
不
満
の
声
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
春

闘
は
二
年
間
の
分
ま
で
取
り
戻

す
気
持
ち
で
、
全
国
一
般
の
先

頭
に
立
ち
闘
っ
て
い
こ
う
と
職

場
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
（
ナ

ト
コ
労
組
・
西
正
哲
夫
）
■
怒

り
や
嘆
き
が
個
人
の
心
底
に
沈

殿
し
て
、
外
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
り
に
く
い
状
況
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
暗
雲
た
れ
込
め

て
い
る
こ
の
状
況
か
ら
抜
け
出

す
努
力
を
（
愛
高
教
・
芳
賀
久

美
子
）
■
京
都
・
大
阪
か
ら
春

の
便
り
を
待
っ
て
い
ま
す
（
愛

高
教
・
千
田
嘉
明
）
■
予
算
・

定
員
等
大
変
厳
し
い
で
す
が
、

が
ん
ば
ろ
う
と
の
職
場
の
状
況

で
す
（
全
法
務
・
大
矢
育
太
）

昨
年
か
ら
「
安
全
で
よ
り
豊
か

な
学
校
給
食
を
求
め
る
」
請
願

書
名
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

戸
別
訪
問
で
手
応
え
の
あ
る
運

動
で
す
（
瀬
戸
市
職
・
鈴
木
明

美
）
■
三
年
の
就
職
ク
ラ
ス
担

任
な
の
で
、
卒
業
式
も
近
い
の

で
す
が
、
ま
だ
ク
ラ
ス
に
六
人

も
未
定
者
が
い
て
困
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
就
職
難
は
強
烈
で

昨
年
一
〇
〇
％
だ
っ
た
の
に
、

我
が
ク
ラ
ス
は
、
今
年
は
八
〇

％
。
初
年
度
か
ら
ボ
ー
ナ
ス
の

な
い
会
社
も
あ
っ
て
気
の
毒
で

す
（
愛
高
教
・
岩
佐
勝
）
■
独

立
行
政
法
人
化
に
よ
り
我
々
の

職
場
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。今
後
ど
う
な
る
か
皆
、不
安

で
す（
全
運
輸
・
下
原
隆
）

愛 労 連

なのになぜ万博ですか
環環境境破破壊壊・・県県民民犠犠牲牲のの補補助助金金カカッットト

名
勤
生
協
労
組

若
井
和
則

●
こ
ん
ど
も
気
軽
に
地
域
へ
広
げ
ま
す

藤
前
干
潟
の
署
名
は
、
課
題

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
野
鳥
観

察
を
趣
味
（
本
格
的
で
は
な
い

が
）
と
し
て
い
る
自
分
の
思
い

も
あ
っ
て
、
受
任
者
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
署
名
を

と
ろ
う
と
す
る
と
、
身
近
に

「
同
じ
行
政
区
の
有
権
者
」
が

な
か
な
か
お
ら
ず
、
改
め
て
地

域
と
の
つ
な
が
り
の
薄
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

ご
近
所
を
一
軒
一
軒
訪
問
す

る
の
も
簡
単
に
は
で
き
な
い
の

で
、
思
い
切
っ
て
な
じ
み
の
寿

司
屋
で
一
杯
や
り
な
が
ら
、
常

連
さ
ん
や
店
の
ご
主
人
に
呼
び

か
け
て
み
た
ら
、
み
ん
な
快
く

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

逆
に
学
童
の
署
名
を
頼
ま
れ

た
り
、
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
万
博
署
名
も
「
一
杯

や
り
な
が
ら
」
気
軽
に
地
域
へ

広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

みてある記
ベベトトナナムム

伊伊豆豆原原 直直ささんんのの

第８２号

一
月
二
三
日
、
全
国
の
テ
レ

ビ
が
喜
び
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。
住
民
投
票
を
否
定
す
る
か

の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ル
（
住
民
投

票
成
立
の
要
件
は
、
投
票
率
五

〇
％
以
上
）
を
超
え
た
瞬
間
、

「
や
っ
た
」
の
歓
喜
の
声
。
徳

島
市
「
吉
野
川
可
動
堰
反
対
」

の
住
民
投
票
で
九
〇
％
以
上
の

市
民
が
反
対
を
意
思
表
示
。
日

本
で
初
め
て
国
の
大
型
公
共
事

業
に
対
し
て
「
ノ
ー
」
の
審
判

を
く
だ
し
ま
し
た
。

い
ま
国
会
で
、
自
自
公
三
党

の
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
運
営
・
暴

挙
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
ま

さ
に
議
会
制
民
主
主
義
の
憤

死
」
と
い
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が

マ
ス
コ
ミ
は
「
喧
嘩
両
成
敗
、

ド
ッ
チ
モ
ド
ッ
チ
論
」
を
と
り

あ
げ
て
、
事
の
本
質

か
ら
目
を
逸
ら
す
記

事
を
強
め
て
い
ま

す
。（
憲
政
史
上
初

の
与
党
の
暴
挙
と
正

確
な
報
道
も
あ
る
。）

国
民
の
知
ら
な
い

間
に
赤
字
国
債
六
四

〇
兆
円
以
上
�
国
民

一
人
当
た
り
が
五
〇

〇
万
円
以
上
の
借

金
。
相
変
わ
ら
ず
の

大
企
業
・
大
銀
行
優

先
、
ム
ダ
な
開
発
事
業
の
景
気

対
策
な
ど
の
ゴ
リ
押
し
で
す
。

「
も
う
エ
エ
か
げ
ん
に
し
ろ
！
」

●

自
民
党
流
の
国
政
に
追
随
し

て
き
た
愛
知
県
も
ま
た
同
じ
過

ち
を
犯
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

中
部
財
界
の
意
向
ば
か
り
汲

み
、
県
民
の
意
思
に
そ
む
く
道

路
な
ど
大
型
開
発
事
業
優
先

で
、
借
金
が
ふ
く
ら
み
今
や
年

間
予
算
の
一
・
五
倍
、
三
兆
四

千
億
円
以
上
に
。

そ
の
上
、
万
博
・
新
空
港
建

設
で
三
兆
円
以
上
の
新
た
な
借

金
を
県
民
に
押
し
付
け
る
考
え

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
く
ら

し
、
福
祉
、
教
育
、
医
療
に
ま

わ
す
県
民
の
た
め
の
税
金
を
大

幅
に
カ
ッ
ト
し
、
県
民
犠
牲
・

職
員
犠
牲
で
乗
り
切
る
こ
と
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
「
ト
ン
デ

モ
な
い
」
こ
と
で
す
。

し
か
も
、
万
博
の
計
画
そ
の

も
の
（
跡
地
利
用
の
新
住
開
発

を
含
め
）
が
世
界
か
ら
批
判
を

受
け
て
い
ま
す
。
オ
オ
タ
カ
や

貴
重
な
自
然
の
宝
庫
「
海
上
の

森
」
を
破
壊
す
る
こ
と
は
「
万

博
の
テ
ー
マ
と
相
入
れ
な
い
」

と
強
く
計
画
の
変
更
を
指
摘
・

要
望
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
、
国
、
博
覧
会
協
会

は
、
こ
の
批
判
と
指
摘
を
真
正

面
か
ら
受
け
止
め
て
万
博
会
場

を
変
更
し
、
「
海
上
の
森
」
を

全
面
保
全
す
る
べ
き
で
す
。

愛
労
連
は
、
世
界
に
恥
じ
な

い
自
然
環
境
を
二
一
世
紀
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
、
県
民
投
票

に
よ
っ
て
県
民
の
意
思
を
問
う

こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

民
意
に
反
す
る
行
政
に
「
直

接
請
求
」
で
県
民
の
意
思
表
示

を
す
る
の
は
、
地
方
自
治
を
民

主
主
義
に
よ
っ
て
取
り
戻
す
地

方
自
治
法
の
精
神
で
す
。
愛
労

連
の
総
力
と
住
民
運
動
・
環
境

団
体
な
ど
と
の
県
民
共
同
で
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

／／～～／／

２回目

（４）

県
民
投
票
の
成
功
を

海
上
の
森
の

万
博
を
問
う

被
災
地
に
救
援
物
資

届
け
る

ベ
ト
ナ
ム
三
日
目
、
古
都

フ
エ
に
む
か
う
。フ
エ
は
十

一
月
二
日
に
大
洪
水
の
た

め
、
大
き
な
被
害
を
受
け

た
。こ
の
た
め
愛
労
連
か
ら

は「
見
い
舞
金
」を
託
さ
れ
て

い
た
。

被
害
状
況
は
思
っ
た
よ
り

広
範
囲
で
、
死
者
も
二
〇
〇

人
以
上
、
家
屋
の
流
失
、
床

上
浸
水
な
ど
被
害
は
ひ
ど
い

状
況
だ
っ
た
。
通
訳
の
ハ
ン

さ
ん
を
通
じ
て
「
現
地
の
人

た
ち
の
意
向
に
添
っ
た
方

法
」で
、こ
の
地
方
一
番
の
被

災
地
「
フ
ウ
ア
ン
・
ア
ン
地

区
」の
み
な
さ
ん
へ「
救
援
物

資
」を
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
。

即
席
ラ
ー
メ
ン
・
二
〇
〇

箱
、
ノ
ー
ト
・
二
〇
〇
〇

冊
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
三
〇
〇

本
、
香
辛
料
、
味
の
素
、
醤

油
、
タ
オ
ル
等
。

私
た
ち
は
、
現
地
で
物
資

を
購
入
し
、
テ
ン
ト
や
お
寺

で
生
活
を
し
て
い
る
六
四
世

帯
を
訪
問
。
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
し
た
。
あ
の
嬉
し
そ
う

な
顔
は
生
涯
忘
れ
な
い
こ
と

と
思
う
。
フ
エ
の
テ
レ
ビ
局

が
取
材
に
き
て
、
そ
の
日
の

夕
方
に
報
道
さ
れ
る
と
聞
い

た
が
、
残
念
な
が
ら
見
る
こ

と
な
く
、
次
の
予
定
地
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
へ
旅
立
っ
た
。

貧
富
の
差
の
克
服
が

課
題

ホ
ー
チ
ミ
ン
市（
旧
サ
イ

ゴ
ン
）の
活
気
は
凄
い
。ハ
ノ

イ
が
近
郊
農
業
の
街
な
ら
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
、
近
代
工

業
の
街
と
言
え
よ
う
。
私
の

勝
手
か
も
し
れ
な
い
が
、
同

じ
活
気
で
も
何
と
な
く
違
い

を
感
じ
、
ど
っ
ち
か
と
言
わ

れ
れ
ば
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の

方
が
、
日
本
人
に
は
親
し
み

や
す
い
労
働
者
の
街
か
？

中
心
街
の
ベ
ン
・
タ
イ
ン

シ
市
場
は
驚
き
で
あ
る
。
な

ん
で
も
そ
ろ
っ
て
い
て
、
し

か
も
安
い
。
ど
う
し
て
こ
の

品
々
が
民
衆
に
届
か
な
い
の

か
？
「
社
会
主
義
」
と
は
い

っ
た
い
な
ん
だ
ろ
う
か
。
人

口
約
七
六
〇
〇
万
人
の
ベ
ト

ナ
ム
は
、
貧
富
の
差
が
拡
大

し
つ
つ
あ
る
と
聞
く
。

ソ
連
崩
壊
後
は
「
ベ
ト
ナ

ム
こ
そ
本
物
」
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
「
ま
だ
ま
だ
先
の

こ
と
か
」
な
ど
と
、
い
ら
ぬ

心
配
を
。
し
か
し
、
こ
の
国

は
発
展
す
る
こ
と
間
違
い
な

い
と
思
う
こ
と
し
ば
し
。
肥

沃
な
土
地
で
二
期
作
の
有
利

を
得
て
、
世
界
に
農
産
物
を

輸
出
。
企
業
誘
致
で
工
業
生

産
高
も
あ
な
ど
れ
な
い
。

青
年
の
目
に
明
る
い

未
来
が

ま
た
一
方
で
は
、
農
村
の

貧
困
、
都
市
の
失
業
者
も

年
々
増
大
。
人
口
の
八
割
を

占
め
る
農
民
層
の
貧
困
は
二

四
・
五
％
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
問
題
を
政
府

が
ど
う
や
っ
て
克
服
す
る
か

は
、
差
し
迫
っ
た
課
題
に
違

い
な
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
た

ち
の
目
に
写
っ

た
ベ
ト
ナ
ム

は
、
青
年
た
ち

の
希
望
と
苦
悩

を
か
か
え
な
が

ら
も
屈
託
の
な

い
明
る
い
目
で

あ
り
、
生
き
る

た
め
の
必
死
の

目
で
も
あ
っ

た
。

（
次
号
へ
つ
づ

く
）

�
１１５５

�
１１５５
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●


